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（財）ロータリー米山記念奨学会 

2008 年 12 月 12 日発行 

11 月までの寄付金は、前年同期と比べて 3.6％減、約 2,480 万円の減少となりました。普通寄付

金が 0.3％減、特別寄付金が 5.2％減と、前月と同様に前年同期比減となりました。昨今の経済状

況が反映されたのか、前年同月は 100 万円のご寄付をいただいた特別功労法人が４法人あったのに

対し、今月は米山功労法人が１法人のみでした。12 月は例年であれば特別寄付金が一番多く納入さ

れる月です。このご時世ではありますが、皆様の更なるご支援・ご協力をよろしくお願い申し上げ

ます。 

11 月 21～22 日に東京で開催されたロータリー研究会で、板橋敏雄理事長が米山記念奨学事業の

現況について、10 分間の報告を行いました。国際ロータリー（ＲＩ）主催のロータリー研究会（旧

称：ロータリーゾーン研究会）において、日本独自の多地区合同奉仕活動である米山記念奨学事業

について初めてテーマとして取り上げられたのは、板橋理事長がＲＩ理事であった2002年のこと。

以来、歴代ＲＩ理事のご理解とご協力を得て、毎年継続されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年 8月にご逝去された元ロータリー米山記念奨学会理事の衣笠秀夫氏（享年 86 歳、第 2820 地

区・水戸ＲＣ）のご遺族から寄付金をいただき、氏は累計 1千万円を達成されました。 

衣笠氏は、寄付目標額を定めて寄付を積み立てていく高額寄付制度を発案され、1 千万円を目標

に、生前 662 万円もの寄付を積み立てていただきました。2007 年 8 月 14 日、志半ばにして亡くな

りましたが、今年 10 月にご遺族から 338 万円の寄付をいただき、目標額の 1 千万円を達成されま

した。故衣笠氏には、来年 4 月に開催される第 2820 地区大会にて、板橋敏雄理事長から感謝の盾

が贈呈されます。 

故衣笠秀夫氏 経歴 

1982-83 年度第 255 地区ガバナー 

1996～2000 年度：理事（５年間） 

1981～1982 年度：評議員（２年間） 

1999～2001 年度：学務委員（３年間） 

写真は『衣笠秀夫先生を偲んで』から転載させていただきました 

１ 寄付金速報 ― 今月も前年同期比減 ― 

2 実りを挙げつつある「往復切符」 ―ロータリー研究会で板橋理事長が報告 

3 生前の目標額 1,000 万円を達成 

（財）ロータリー米山記念奨学会 報告 （要約）        

奨学金への寄付は、すばら し い奨学事業の片道切符でし かなく 、 
世話ク ラ ブになっ たり 、ク ラ ブに奨学生を迎えて卓話を聞く など 
し て、奨学生と の接点を設けるこ と が重要な帰り の切符であると  
考えます。「世話ク ラ ブ・カウ ンセラ ー制度」は奨学生から も高く  
評価さ れ、日本への感謝と し て彼ら の中に長く 生き続けています。 
最近の学友の活躍では、東京ロータリ ーク ラ ブでの卓話で大きな 
感動を呼んだ学友、四川大地震の被災者への支援や岩手・宮城地 
震への義援金を送っ た学友会のほか、奉仕への思いをつづる感動 
的な言葉と と もに、アメ リ カから 寄付を送っ てく れた学友もいます。 
「往復切符」が大きな実り を挙げつつあるのではないでし ょ う か。こ れから も留学生を支援す
るこ と で、ロータリ ーの目指す国際平和と 国際理解を推進し てまいり たいと 思います。 



元奨学生と現役奨学生によって組織される

学友会が、また一つ新たに誕生しました。 

今年 1 月から学友会設立に向けて準備を重

ねていた第 2830 地区（青森県）では、7 月 13

日、「地区ロータリー米山記念奨学会フォーラ

ム」に合わせて学友会の「発会式」が行われ、

正会員（学友）、準会員（奨学生）、賛助会員な

ど 30 人が出席。会則の承認や役員選任がなされ、同日、学友会が発足しました。 

11 月 17 日の学務・学友委員会での正式な承認を受け、米山記念奨学会の学友会は、国内に 28（32

ロータリー地区）、海外を含めると合計 30 となりました。 
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さん（韓国／2003-04／東京麹町ＲＣ）から、この時期になると思い出すとい

う、心温まるエピソードを寄せていただきました。 

 

国際ロータリー第 2820 地区のロータリー米山記念奨学会前理事、佐藤二郎氏が 12 月 7 日にご逝

去されました。享年 81 歳でした。佐藤氏は 2001 年から 2007 年 8 月までの 6 年間にわたって当会

理事としてご尽力いただきました。 

ここに謹んで哀悼の意を表し、氏のご冥福をお祈りいたします。 
 

 

ロータリー米山記念奨学会は「特定公益増進法人」に認定されているため、今年１年間（１～12 月）に 

5 千円以上の特別寄付をされた方は、税法上の優遇措置（寄付金控除） が受けられます。 

申告用領収書は来年１月末までにクラブ経由でお送りします 

来年の確定申告は、12 月 30 日（火）までに入金されたご寄付が対象です。 
 

 

米山記念奨学会事務局は、12 月 29 日（月）～1 月 5 日（月）の間休業させていただきます。来年は、 

1 月 6 日（火）より通常業務となります。よろしくお願いいたします。 

 

4 国内 28 番目の学友会が設立 ― 第 2830 地区 ― 

5 クリスマスの思い出 ― 第 2580 地区米山学友からのメール ― 

6 訃報 前理事 佐藤二郎氏（第 2820 地区） 逝去 

（財)ロータリー米山記念奨学会 
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年末年始の休業について 

重 要 な お 知 ら せ  

いつもクリスマスが近づいてくるこの時期になると、世話クラブの皆さんが毛布を贈
ってくださったことが思い浮かび、暖かい気持ちになります。毛布のもつイメージど
おり、皆様の暖かい気持ちが伝わり、いただいた時には感動の涙を流しました。家族
と離れ、日本で一人で頑張っていた時期のそのような暖かい贈り物は、もっと頑張る
勇気になったのです。今もその毛布は使わずに大事に保管してあります。その毛布を
見るたびに、そしてクリスマスが近づいてくるこの時期には、ロータリークラブを思
い出します。私もいつか、それと似たような形で恩返しができたらいいなと思ってお
ります。 
現在はお茶の水女子大学の博士課程に進学し、勉学に励んでいます。博士号を 
とって国に帰っても、皆さまの愛は忘れません。皆さまからいただいた 
愛と奉仕の心を他の人に伝える人になりたいと思います。 房賢嬉 


